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いよいよ、夏休みです。元気で２学期に会えますように 
 このたびの西日本豪雨では、各地で甚大な被害が出ました。被災された方々に心よりお

見舞申し上げますとともに、一日も早い復旧を願っております。 

「晴れの国 岡山」「災害が少ない県」といわれていた岡山県で、このようなことが起こるとは思

っていませんでした。しかし、１学期後半から、小学生が犠牲となる事件、小学校の発砲事件、

地震により小学生が亡くなる事故、そして今回の災害と、生活の安全を脅かすことが次々と起こ

りました。また、津山で起きた事件の犯人が判明したこともあります。 

残念なことですが、現代は、どこで何が起きてもおかしくないと思わなくてはならない状況に

あると言えます。夏休みは、子どもたちにとって大変楽しいものであるはずですが、そういう危険

性があるということを、私たちも子どもたちも心しておかなくてはなりません。 

学校でもこれまで指導はしておりますが、夏休みは、ご家庭で子どもさんと一緒に生活の中

の危険性を考え、防ぐためにどうすれば良いのかと考える良い機会だと思います。それをした

から絶対大丈夫ということはありませんが、家族で話すことで、危険に対する意識を持つことが

できると思います。たとえば、下記のようなときどうするか、約束を決めておく

のはどうでしょうか。 

○家に子どもだけでいるとき、知らない人が来たり、電話がかかってきたり 

   したとき。 

○家に誰もいないけれど、外に出かけるとき。 

○家の中にいて地震が起きたとき。 

○台風やゲリラ豪雨が降ったとき。  他にも、「○○のとき」を子どもさん

と一緒に考えて、どんな危険があるか見つけていくのも良いと思います。そして、それを子ども

自身が紙に書き、よく見えるところに貼っておくと良いです。 

また、普段よく通る場所・遊ぶ場所・通学路などを一緒に巡って、「安全マップ」を作るのも良

いですね。できたマップは立派な夏休みの自由研究です。 

 子どもたちが「自分の身を自分で守る力」は、ただ言われただけでは身につきません。自分で

危険を想像し、その対応策を考え、できたら実際にやってみる。そういうことが必要です。自分

の頭で考え、体で覚えたことは、とっさの時に出てきます。家族で避難訓練をしてみる手もありま

す。それを作文に書けば、「明るい家庭作文」のできあがりです。 

 もう一つ、お願いしたいことがあります。夏休みは、家族で親戚の家に行ったり旅行したり、買

い物に出かけたりと、楽しい行事を計画されていることと思います。その時を、公共マナーや交

通ルールを身につける良い機会ととらえてください。「内」と「外」との区別をつけ、人に迷惑をか

けないあり方、人のために役に立つ行為など、実地訓練をしていただけたら、子どもさんが人と

して大きく成長されると思います。 

 どうぞこの夏休みが、それぞれの子どもたちにとって、安全で楽しいものになりますよう、よろし

くお願いいたします。 

日 曜 行事 給 下校 

１ 水 Ｐプール開放   

２ 木 Ｐプール開放   

３ 金 Ｐプール開放   

４ 土    

５ 日    

６ 月 Ｐプール開放   

７ 火 Ｐプール開放   

８ 水 Ｐプール開放   

９ 木 Ｐプール開放最終・片付け   

10 金    

11 土 山の日   

12 日    

13 月 閉庁   

14 火 閉庁   

15 水 閉庁   

16 木 ぶっくまる巡回   

17 金    

18 土    

19 日 Ｐ親子奉仕作業(7:00～9:00)   

20 月    

21 火    

22 水    

23 木    

24 金    

25 土    

26 日    

27 月 始業式・短縮③ ぶっくまる巡回 × 11:30 

28 火 短縮④・給食開始 夏休み作品展 ○ 13:30 

29 水 夏休み作品展 ○ 通常 

30 木  ○ 通常 

31 金 委員会活動 ○ 通常 

９月１日（土）市科学作品展  

１２日（水）運動会予行 

１４日（金）運動会準備 短縮⑤ 

１５日（土）運動会 

１７日（月）敬老の日・１８日（火）振替休業日 

２３日（日）秋分の日 ２４日（月）振替休日 

 

 

 暑い中、早朝からお世話になります。よろ

しくお願いいたします。 

 

 平成３０年８月１９日（日） 

 午前７：００～９：００ （予定） 

美作水泳記録会が 中止になりました。 

 会場の柵原中学校に向かう道中に大規模な崩落

があり、十分な安全確保ができないということで

す。頑張ろうと思っていた子どもたちには残念です

が、中止となりました。 

池に石を投げると 
私が駆け出しの頃のことです。２年生を担任して

いましたが、その子たちがちっともいうことを聞い

てくれませんでした。職員室で「子どもが、何度同

じことを言っても、ちっとも言うことを聞かない。」

と泣き言を言っておりましたら、校長先生が、「石

を池に投げるとどうなる。」と私に尋ねられました。 

私が考えていると、「水面には波紋が広がるな。

けど、それはすぐ消えて元の平らな水面になってし

まう。」それが何と思っていると、「また、次の石

を投げると、また、波紋が広がって消える。」 

「それを続けるとどうなる。」と、尋ねられます。

しばらくして、「水面は元通りになっているけれど、

池の底には、投げた石が積もっている。それを何回

も何回も続けていくと、いつか投げた石が水面に現

れてくるようになる。」「子どもを教育するという

ことは、そういうことではないかと思う。」そう言

って、にこっと笑われました。 

 私は、「そうなのか。」と思いました。そして、

今日まで、学校での指導にも、我が子の子育てにも

その言葉が私の支えになりました。 

 投げる石は、その子の幸せの素になるものです。

子どもが言うことを聞かないと思うより、自分が言

っていることは、子どもの心に積もっていっている

と信念して、いつそれが現れるか楽しみに待てば良

いのではないでしょうか。 

（それにしても、昔の校長先生 

は偉大です。こんな素敵な表現 

で、指導してくださっていたの 

ですから。勉強せねば･･･） 

                


